して 居る 間に、 

「おい 源 …… 

源、 居ない のかい。 

一 台 あいたよ。 

床 だけ 持って来な。 

と 土間から 窓 を 透して さっきの 声が 叱 鳴る。 

^いで 取って返して 来た 二人 は 床 を 持って 木の間に 

消えて 行く。 

あとに ざ あ つ と 十本。 

真黒な 土に はっきりと 快く 黄い ろい 「わら」 が 落ち 

て 居る。 



もみじ 

目ざわりに なると 思 つ て か 台 を 紅葉の 下に ころがし 

て 行く。 

背が 低く 左右に 形よ く 拡がった 褪紅色の 下に 台が あ 

お 向に ひ つ くり 返つ て 居る。 

何とか 云う 事 はなしに つり 合った 奇麗な 景色に 見え 

る。 

土間で、 

「おい、 糸お くれな。 

とさつき の 男が 云って 居た 頃 はもう 雨 は 音 もない。 

木の葉から 葉へ と 落ちる I 卞の 音が あわただしい 通り 

雨の 後 を 不器用に まとめて 行く。 
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